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ＣＩ－ＮＥＴ導入までの経緯 

 1998年10月 コマース21 運用開始 
 －コスト競争への対応を支援 
 －顧客への迅速かつ精度の高いコスト情報の提供 
 －EDIやCALSといった電子商取引への対応 

 2000年 7月 電子調達システムＶ１ 運用開始 
 －コスト関連業務の最適化 
 －専門工事業者を含めた業務の効率化 
 －コスト情報の早期把握 

 2002年 6月 電子調達システムＶ２ 運用開始 
 －電子契約の実現 

 2003年10月 出来高・請求ＥＤＩ 運用開始 
 －「建設業の生産高度化のための実証実験事業」の実証実験に参加 
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電子調達システムの概要 
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注文伝票受付 

担当者に割り振り 
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書類 2007年 2008年 2009年 2010年 

確定注文 
13,185 12,121 11,369 12,173 

7,245 7,271 6,896 7,691 

出来高報告 
43,864 39,376 33,122 35,798 

5,905 6,619 8,454 10,922 

発行数 （上段：総数、下段：電子） 
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導入効果（直接的な効果） 

• 見積依頼 発送の手間、連絡ミス等の軽減 

•見積期間の短縮 

• 複数の見積回答を容易に比較検討できる 

• 契約時の転記が不要となり、単価登録作業が軽減 

見積依頼 

・回答 

• 確定注文 発送の手間・時間・費用の削減 

•注文請け返信時間の短縮 

確定注文 

・注文請け 

• ６，８９６×２２分／件÷６０＝年間 ２,５２８時間 短縮 

                    （約３１６日間） 

時間面 

（迅速度） 

コスト面 

（経費等） 

• 宅配費 ６,８９６×９５円／件＝年間 ６５５,１２０ 円 

• 紙代   ６,８９６× 38枚× １,８００円／２，５００枚 

                   ＝年間 １８８,６７４ 円 

• 通信費  ６,８９６×３×１２円／件 

                   ＝年間 ２４８，２５６円 
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導入効果（波及的な効果） 

•書類の電子化による保管、管理、過去データの有効
利用が可能 

•関連業務の標準化・電子化に貢献・波及 

•法令遵守にも寄与 

波及的な 

効果 

 コスト 
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新規案件の価格
交渉時に活用 

予算 



導入効果（専門工事業者） 
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２００１年３月に国土交通省における 

「中堅・中小建設業向け電子商取引システム等研究事業」の実証実験結果 

 ※見積依頼、回答業務を対象 

 

 時間面 
  －見積依頼内容確認    １８．３分 短縮 

 －見積回答書作成   ４０．８分 短縮 

  －見積回答配送   

  ・来社して届けた場合  ６０．０ 分 短縮 

   ・郵送、宅配を利用した場合      １８０．６ 分 短縮  

  ・ＦＡＸを利用した場合  １７．６ 分 短縮 

 コスト面 
 －交通費、郵送費、通信費の削減  １９,３６０円／月 削減 
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社内 

•電子化率の向上 

 

建設業界 

•専門工事業者への普及拡大 

•中堅、地方総合工事業者への普及拡大 

ベンダー 

•安価なEDIシステムの提供 

•業務連携モジュールの共有化 

•購買業務システムの開発 

業務システム EDIシステム ASP 

総合工事業者 専門工事業者 

汎用的に使用できるソフトウェアの検討 
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システム概要（2） 

出来高報告／請求 

出来高査定 

承 認 

労務 

原価予測システム 

電子承認       

Position Flow Ⅲ 

出来高承認 

決 裁 

材工 １０日 

１０日 
 月末 

２３日頃 

作業所 

工 事 

管 理 

専門 

工事 

会社 
確定注文 

支払処理 

ORACLE / EBS 

CI-NET 



課題 
2

0
1
1

/1
0

/2
0

 

12 

社内 

•工事請負契約以外（リース、資材、警備）の請求業
務の電子化 

 

建設業 

振興基金 

•電子商取引体験環境の整備 

•契約外請求の実装規約の策定 

2007年 

（件） 
 

2008年 

（件） 
 

2009年 

（件） 
 

2010年 

（件） 
 

契約工事 43,864 

 

39,376 33,122 36,092 

 

契約外工事 94,319 

 

82,624 61,922 63,064 
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